
１．整備計画

静岡県における安全安心で魅力ある県土づくりを目指した事前防災・減災対策の推進（防災・安全）（緊急対策）

平成30年度 ～ 令和３年度 静岡県,沼津市,静岡市,三島市

（H28末） （R　末） （R3末）

① 風水害による死者数 ０人 ０人

② 河川整備計画に位置付けた主要な整備箇所（延長130.3km）のうち、整備が完了する延長 40km 53km

③ 公共施設における雨水貯留施設 18施設 23施設

〇 △ ― 備考 ● ▲

３．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値

Ⅱ定量的指標の達成状況

最終実績値

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

４．今後の方針等

貯留施設設置予定施設の管理者との改修計画の調整の結果、改修時期が本計画以降となったた
め目標の整備数を下回った。

・「多自然川づくり」による景観や生態系の配慮を行なうとともに、良好な河川空間を創出した。

引き続き、地権者との合意形成に努めながら、後継の計画において各種事業の進捗を図り、安全安心で魅力ある県土づくりを目指した事前防災・減災対策を推進するものとする。

・河川整備の推進により、水害に強く、美しい地域づくりと、安全安心で魅力ある県土づくりを推進することができた。
・河川整備を推進したことで、風水害による死者数０を達成した。
・雨水貯留施設の整備により、雨水を一時的に貯留させ流出抑制し、下流河川等への負荷軽減を図ることができた。

０人

０人

53km

51km

計画通り進捗している。

未着手区間に新規着手したことで、設計・用地調査等を実施中であり、工事未着手のため計画
通りの事業進捗が図られなかったことから、目標の整備延長を下回った。
今後工事着手に至ることで、河川整備の推進に取り組んでいく。

目標値と実績
値に差が出た

要因

目標値と実績
値に差が出た

要因

目標値と実績
値に差が出た

要因

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
　　　　　　　　　　　効果の発現状況

指標①（風水
害による死者
数）

指標②（河川
整備計画に位
置付けた主要
な整備箇所
（延長
130.3km）のう
ち、整備が完
了する延長）

２．事業の進捗状況　（○：計画期間中に完成　　△：計画期間終了後に完成見込　　－：その他（備考欄に具体的に記入（中止、未実施等））
　　　　　　　　　　（計画期間中に他の整備計画に移行したもので、　●：本計画の期間中に完成　　▲：本計画の期間終了後に完成見込

計画の移行なし 1 34 計画の移行あり

事業種別

主な交付
対象事業

要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
（延長・面積等）

市町名

巴川総合治水対策特定河川事業

沼川広域河川改修事業

堀留川広域河川改修事業

用地、遊水池整備(A=51.0ha)、河道掘削、樹木伐採等

設計、用地、掘削・放水路(L=160m)、河道掘削等

用地、護岸・掘削(L=80m)、水門工(n=1式)

静岡市

浜松市

指標③（公共
施設における
雨水貯留施
設）

23施設

22施設

（様式２-１） 社会資本総合整備計画　事後評価書（案）

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

12 百万円
効果促進事業費の割合

0.04%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費 0 百万円

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

27,917 百万円 Ａ 27,905 百万円 Ｂ

近年、局所的な集中豪雨（ゲリラ豪雨）が頻発していることに加え、地球温暖化に伴う異常気象化が顕著に進行するなどの被害リスクの増大に対し、地域と連携・協力しつつ河川整備を進めるこ
とで、水害に強く、美しい地域づくりを行うとともに、安全安心で魅力ある県土づくりを推進する。

①大雨・洪水・高潮・津波等に起因する人的被害を防ぐ。（毎年度死者数０人を維持）
②河川整備計画に位置付けた主要な整備箇所（延長130.3km）のうち、整備が完了した延長を39.5km(H28末)から52.8km(H33末)に増加する。
③雨水を一時的に貯留し流出抑制を図るため、雨水貯留施設を増加する。（18施設→23施設）

河川

事業数

35

全体事業費
（百万円）

備考

沼津市、富士市

17,073

3,394

2,162

Ｃ
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【静岡県における安全安心で魅力ある県土づくりを目指した事前防災・
減災対策の推進（防災・安全）（緊急対策）】

（３）指標に関連する実施事例
A03-006（二）巴川（静岡市）（遊水地整備）

A03-008（二）巴川（静岡市）（流域貯留施設）

「多自然川づくり」による景観や生態系
の配慮を行なうとともに、良好な河川空間
を創出した。

指標の達成状況
①最終目標値（0人）を達成した。
②最終目標値（52.8km）に対して最終実現値（51.0km）と目標を達成できなかった。
③最終目標値（23施設）に対して最終実現値（22施設）と目標を達成できなかった。

（１）事業の目的

近年、局所的な集中豪雨（ゲリラ豪雨）が頻発していることに加え、地球温暖化に伴う異

常気象化が顕著に進行するなどの被害リスクの増大に対し、地域と連携・協力しつつ河川整

備を進めることで、水害に強く、美しい地域づくりを行うとともに、安全安心で魅力ある県

土づくりを推進する。

（４）定量指標以外の効果発現状況

（５）今後の方針と目標達成見込み

引き続き、後継の計画において各種事業の進捗を図り、安全安心で魅力ある県土づくり
を目指した事前防災・減災対策を推進するものとする。

様式２-２

（２）指標
①大雨・洪水・高潮・津波等に起因する人的被害を防ぐ。（毎年度死者数０人を維持）
②河川整備計画に位置付けた主要な整備箇所（延長130.3km）のうち、整備が完了した延長を
39.5km(H28末)から52.8km(H33末)に増加する。

③雨水を一時的に貯留し流出抑制を図るため、雨水貯留施設を増加する。（18施設→23施設）

立石エリア 安東川エリア

静岡県立工科短期大学校

遊水地整備によ
り水害に強く、
美しい地域づく
りと、安全安心
で魅力ある県土
づくりを推進す
ることができた。

雨水を一時的に
貯留し流出抑制
を図るため、雨
水貯留施設を整
備

【生物調査の実施】
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計画の名称 1 静岡県における安全安心で魅力ある県土づくりを目指した事前防災・減災対策の推進（防災・安全）（緊急対策）

計画の期間 平成30年度　～　令和３年度　（4年間） 交付対象 静岡県,沼津市,静岡市,三島市

静 岡 県 一級河川

二級河川

A03-001 沼川広域河川改修事業

A03-004 堀留川広域河川改修事業

A03-003 瀬戸川（石脇工区）広域河川改修事業

A03-002 小潤井川河川改修事業

A03-019 巴川（七曲逆流防止樋門）特定構造物改築事業

A03-009 青野川特定構造物改築事業

A03-008 巴川流域貯留浸透事業

A03-007 巴川（大谷川放水路）総合治水 対策特定河川事業

A03-006 巴川総合治水対策特定河川事業

A03-005 安間川流域治水対策河川事業

A03-010 五十鈴川水門特定構造物改築事業

A03-018 巴川（常念川水門）特定構造物改築事業

A03-015 田子江川特定構造物改築事業

A03-016 大谷川放水路（大谷川水門）特定構造物改築事業

A03-014 八木沢大川特定構造物改築事業

A03-013 松原川水門特定構造物改築事業

A03-012 沼川第２放水路特定構造物改築事業

A03-011 殿田川水門特定構造物改築事業

A03-017 大谷川放水路（大谷川放水路分流堰）特定構造物改築事業

A08-031 狩野川圏域総合流域防災事業（高橋川上流域）

A03-028 ぼう僧川特定構造物改築事業

A03-025 勝間川特定構造物改築事業 A03-024 栃山川特定構造物改築事業

A03-023 瀬戸川（当目大橋陸閘）特定構造物改築事業

A03-022 瀬戸川（梅田川水門）特定構造物改築事業

A03-020 瀬戸川（石脇川水門）特定構造物改築事業

A03-021 瀬戸川（石脇川新水門）特定構造物改築事業

A08-030 大井川圏域総合流域防災事業（勝間田川）

C03-002 境川洪水ハザードマップ

C03-001 巴川洪水ハザードマップ

A03-033 沼川第２放水路施設機能向上

A03-032 巴川（本川工区）総合治水特定河川事業

A08-029 狩野川圏域総合流域防災事業（境川）
A03-026 須々木川特定構造物改築事業

A03-027 萩間川特定構造物改築事業
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